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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 29.7 ha

平成 21 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

分 平成2０年度 平成25年度

台/月
平成2０年度 平成25 年度

％
平成2０年度 平成25年度

100地域環境の満足度
周辺住民の地域環境満足度を把握するため、アンケート調
査を実施する

周辺住民の地域環境満足度の向上を図る。
そのため、アンケートでの実数（現状満足度）とした。 24

目標値

3

無断駐輪の解消 無断駐輪台数を把握する
運河駅西口駅前に駐輪場を整備し無断駐輪台数の減少に努める。

71 14

運河駅東西のアクセス時間
（車椅子による移動時間）

将来の東口駅前広場から西口駅前道路まで車椅子介助に
よる移動時間を計測する

運河駅橋上駅舎整備に合わせて東口を開設し、西口と東口を自由通路で結ぶこ
とで、人の動線と安全を確保する。また、流山市バリアフリー基本構想では、当地
区は重点整備候補地区に位置付けられており、駅舎及び周辺公共施設の整備は
まちづくりの一環で整備するよう定められている。

7

都道府県名 千葉県 流山市 運河駅周辺地区

計画期間 交付期間 25

大目標：交通環境の整備を契機とした住環境の向上を図り、誰もが安全かつ快適な地域生活拠点づくりを目指す。
目標1：交通の拠点となる運河駅施設の整備改善及び観光資源の活用
目標2：高齢化社会への対応とした「ひとにやさしいまちづくり」を目指し交通の利便性の向上とバリアフリー化を図る。

１　運河駅東口開設に向けたまちづくりの経過
・当地区には東武野田線運河駅を中心に複数の共同住宅や戸建住宅、森の図書館等の公共施設や大学等人口が集積する地区である。
・運河駅は地元住民はもとより、通勤・通学に利用する交通拠点となっているが、駅の改札口は西口のみで、人口集積のある地区は駅改札口の反対側(東側）にある。
・さらに、駅改札口のある西口駅前は、主要地方道松戸野田線があるが歩道の位置付けがないことから、交通安全性においても問題がある。
・そこで、地元の有志が中心となって、運河駅を中心として周辺整備の改善に向けて「運河駅周辺まちづくり研究会」が発足し、その後「運河駅東口開設・周辺まちづくり連絡会」として、主に駅東側の整備開発を検討している。
・平成17年5月には,「運河駅周辺まちづくり研究会」が作成したまちづくり基本構想（案）を市長へ報告した。
・平成19年4月、「運河駅東口開設・周辺まちづくり連絡会」から流山市に、運河駅周辺住民のまちづくりに対する意見を集約した中間報告書の提出があった。
・市では、当該報告書を活用し、当該地区整備について検討しているところである。

２　流山市運河駅施設整備基金条例
・平成17年9月、運河駅東口開設に係る施設整備費の財源に充てるため、「流山市運河駅施設整備基金条例」を制定し、毎年度積立を行っている。

３　流山市交通バリアフリー基本構想の策定
・平成18年3月、市では「流山市交通バリアフリー基本構想」を策定した。
・この基本構想は、流山総合計画の都市基盤整備に謳う重要政策の一つである。
・市民を中心としたワークショップで現地調査を行った結果を踏まえて当該構想を策定した。
・運河駅周辺地区については、重点整備候補地区として、市としてもバリアフリー整備化を進めていくこととした。

４　利根運河の観光資源の活用
・利根運河は、千葉県が実施している「観光立県千葉モデル推進事業」のモデル地区で、市としても観光地づくりに取り組んでいるところである。
・利根運河は、運河駅周辺１００ｍ圏内にあり、駅周辺まちづくりと一体的に観光資源の活用を図ることで地域の特色を活かしたまちづくりが期待できる。
・利根運河観光化に向けて「利根運河観光地づくり委員会」を設置し、平成１７年７月に観光化の方針に関する提言書を策定した。

・当該地区は東西を鉄道で分断されている状況の中で、運河駅周辺の主要施設は駅東側に集中しており、周辺の市街地整備の状況から見ても運河駅東口を開設し、駅前を整備する必要がある。
・高齢化時代に向けて、整備施設はバリアフリー化を徹底し、「人にやさしい、まちづくり」とする必要がある。
・運河駅東口開設に伴い、利用者の交通の安全を確保するため、駅と主要施設を結ぶ、歩行者専用道路の整備が必要である。
・国土交通省で現在行っている利根運河浚渫事業に合わせて、魅力ある観光の利用が必要である。

【流山の原点を支える交通利便性の高い地域生活拠点づくり】
流山の原点を支える生活拠点として、多彩な機能を有機的に連携させ、相乗効果により、駅周辺地区の魅力向上と、利便性が高く、安全性・快適性に優れた市街地を創出する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・整備方針1(安全性と利便性の高い運河駅へ）
　地域生活の拠点である運河駅を整備することで、駅東口を開設し、駅の利便性の向上と安全な歩行動線の確保を図るとともに、これまで一極集中してい
た交通の流を分散し、駅周辺の活性化を図る。

【地域創造支援事業】
・運河駅橋上駅舎整備事業(提案事業）
【地域生活基盤整備】
・駐輪場整備事業（基幹事業）
・自由通路整備事業(基幹事業）

・整備方針2(交通環境の改善）
　流山市交通バリアフリー基本構想に定められたとおり、まちづくり事業の一環として、地区住民だれもが安全かつ安心して歩ける歩道の整備を行う。
　

【道路事業】
・運河駅東口駅前広場整備事業（基幹事業）
・運河駅東口駅前道路整備事業（基幹事業）
【高質空間形成施設】
・ふれあいモール整備事業(基幹事業）

・

まちづくり基金の設置
・運河駅橋上駅舎化実現に向けて流山市は「流山市運河駅施設整備基金条例」を定め、平成17年9月より積み立てを開始した。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路 流山市 直 A=1,401㎡ 21 23 21 23 232 232 232 232

道路 流山市 直 L=169m,W=12m 21 23 21 23 279 279 279 279

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 流山市 直 350台 25 25 25 25 3 3 3 3

地域生活基盤施設 流山市 直 A=777㎡ 23 25 23 25 994 994 994 994

高質空間形成施設 流山市 直 L=150m 23 24 23 24 159 159 159 159

高次都市施設

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,667 1,667 1,667 0 1,667 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

流山市 直 A=876㎡ 23 25 23 25 845 845 845 845

合計 845 845 845 0 845 …B

合計(A+B) 2,512
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
流山市 L=110m ○ 22 22 13

流山市 国土交通省 L=600m ○ 22 23 150

合計 163

地域創造
支援事業

事業

住宅市街地
総合整備
事業

自由通路整備事業

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

雨水処理施設整備事業 市道265号線

汚水処理施設整備事業 市道265号線他

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

運河駅橋上駅舎整備事業 運河駅

事業箇所名 事業主体 直／間 規模

駐輪場整備事業

ふれあいモール整備事業

交付対象事業費 2,512.0 交付限度額

事業

926.1 国費率 0.369

交付期間内事業期間
細項目

運河駅東口駅前広場整備事業

運河駅東口駅前道路整備事業

事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間



都市再生整備計画の区域

運河駅周辺地区（千葉県流山市） 面積 29.7 ha 区域 流山市大字東深井の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

新川南流山線

東深井線

江戸川台東深井線

東深井上花輪線

東深井市野谷線

江戸川台西駅前線

江戸川台青田線

江戸川台駒木線

常磐自動車道

美田駒木線延伸計画

東武野田線

運河駅周辺地区(29.7 ha)



運河駅東西のアクセス時間
（車椅子による移動時間） （分　） 7 （　20年度） → 3 （25年度）

無断駐輪の解消 （台/月） 71 （　20年度） → 14 （　25年度）
地域環境の満足度 ％ 24 （　20年度） → 100 （　25年度）

運河駅周辺地区（千葉県流山市）　整備方針概要図

目標

交通環境の整備を契機とした住環境の向上を図り、誰もが安全かつ
快適な地域生活拠点づくりを目指す。 代表的

な指標

0 500100

凡

■基幹事業（道路）

運河駅東口駅前広場整備事業

■基幹事業（道路）

運河駅東口駅前道路整備事業

○関連事業（排水施設整備）

雨水・汚水処理施設整備

■基幹事業（高質空間形成施設）

ふれあいモール整備事業

■基幹事業（地域生活基盤施設）

自由通路整備事業

□提案事業（地域創造支援事業）

運河駅橋上駅舎整備事業

■基幹事業（地域生活基盤施設）

駐輪場整備事業


